
平成３１年度　年間授業計画　　 （学力スタンダード対象科目用）
教科・科目・単位 対象学年・組

教科書（出版社） 副教材など

教科担任 吉田　知生

年間

中間考査まで

１学期末まで

中間考査まで

２学期末まで

３学期 学年末まで

２　学習の目標

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

３　学習内容と評価の観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

４　評価方法 （該当に○）
方法

テスト

作品法

観察法

その他

５　その他

高等学校新現代社会（帝国書院）

①現代の社会と人間について理解を深め、社会の課題について多面的・多角的な視点から主体的に考察する。
②現代の社会の課題について、自らの生活と関連づけながら主体的に考察し、自分の意見を表現する。
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内容

　１学期（　中間　・　期末　）　２学期（　中間　・　期末　）　３学期（　期末　）

経済的な役割や機
能を具体的な数値
から読み取ることが
できる。

資料や事例の中か
ら、制度の課題を適
切に見出すことがで
きる。

民主政治の原理の
視点から、社会や制
度の諸課題につい
て考察できる。

資料を用いて適切
に課題を見出すこと
ができる。

　実習結果　　レポート　　ワークシート　　他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　授業中の発言・挙手など　　　他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

他者と協力して課題
の発見や解決策を
考えることができ
る。

国際社会の政治や
経済の課題を理解
している。
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現代社会の諸課題
と、「幸福・公正・正
義」といった枠組み
を理解している。

民主政治の原理を
理解をしている。

「個人の尊重」を実
現する制度とその
意義を理解してい
る。

自由な経済活動に
対する、市場経済
の役割や機能を理
解している。

３学期 学年末考査まで
国際社会の動向と
日本の果たすべき役割

他者と協力しなが
ら、社会の課題の発
見・解決について考
察している。

国際社会での社会
や自分の在り方を
生活と関連付けて
意見を表現する。

１学期

２学期

現代社会の諸課題を様々な資料にもとづいて主体的に考察し公正に判断し、自分の意見を論理的に表現する。

文書やデータなどを適切に読み取ることができ、それを根拠として自分の意見を論理的に表現することができる。

農業の専門知識・技術を習得して上級学校・企業へ進むにあたって、必要な政治的・経済的・倫理的知識を充実させる。

学期 月 学習内容（単元・指導内容）
評価の観点

時数

公民科・現代社会・２単位 第２学年・１～４組

ニュービジョン現社（浜島書店）

１　科目の目標

現代社会の課題や動向、社会や個人の在り方について興味・関心を持つ。

１学期

２学期

現代社会が抱える課題を様々な視点から捉え、社会の在り方について考察する「幸福・公正・正義」などの枠組みを理解す
る。

憲法が定める政治の在り方を理解するとともに、民主政治を担う個人の在り方生き方について国家と個人の関係を中心に
考察する。

基本的人権を保障する制度を理解し、「個人の尊重」の原理のもと他者とともに生きることについて考察する。

自由な経済活動を基本とする市場経済の意義と機能を理解し、個人や企業の経済活動における役割と責任について考察
する。

グローバル化が進展する国際社会における政治や経済の課題を理解し、国際平和，国際協調を推進する上での国際的な
組織の役割や日本の果たすべき役割や個人の生き方について考察する。

中間考査まで
現代社会の諸課題と
その捉え方
青年期と自己の形成

現代社会の諸課題
を意欲的に考察して
いる。

様々な視点から課
題について考察し、
表現できる。 7

備考

期末考査まで

中間考査まで

期末考査まで

民主社会の原理と日本国憲
法
日本の政治機構と政治参加

日本の政治機構と政治参
加
現代の経済社会と経済活
動の在り方

現代の経済社会と経済活
動
の在り方

自分の意見を生活
に位置付けながら
考察、表現しようとし
ている。

自分の意見を生活
に位置付けながら
考察しようとしてい
る。

自分の意見を生活
に位置付けながら
考察しようとしてい
る。

個人と国家の関係
や個人の権利につ
いて考察し、表現す
る。

「個人の尊重」を実
現する制度の在り
方について考察し、
意見を表現する。

様々な視点から、立
場に合わせて経済
活動にける役割に
ついて説明する。


